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隔
年
で
の
議
会
人
事
の
改

選
が
あ
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ

で
初
の
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
年
前
は
緊
張
感
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
１
期
目
の
議
員

も
、「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
質

問
、
委
員
会
の
審
査
な
ど
で

は
、
新
た
な
構
成
で
も
し
っ

か
り
と
そ
の
役
目
を
果
し
て

い
た
だ
け
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
表
題
に
も
あ
り
ま

す
が
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

は
、
我
が
国
を
は
じ
め
国
際

社
会
に
お
い
て
も
非
常
に
危

険
な
こ
と
で
、
今
回
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
を

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
米
軍
基
地
の
有
る
無
し

に
関
わ
ら
ず
、
も
し
も
の
時

に
は
大
き
な
被
害
が
及
ぶ
こ

と
と
な
る
わ
け
で
、
国
に
お

い
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
新
た
に
「
ま
ち
の

魅
力
づ
く
り
対
策
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
切
り
札
は
「
よ

そ
者
、
馬
鹿
者
、
若
者
」
と

も
言
わ
れ
（
地
方
創
生
ビ
ジ

ネ
ス
の
教
科
書
：
増
田
寛
也

著
か
ら
）、
部
外
者
の
目
線

も
取
り
入
れ
た
い
と
の
意
見

も
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
委
員

会
に
も
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 編

集
後
記
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▼
１
日
目
（
６
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
17
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
市
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
議
員

へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
８
面
に
掲
載
）

そ
の
後
、
４
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
７
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
８
日
）
は
、
４

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
９
日
）
は
、
市

長
提
出
議
案
及
び
陳
情
に
つ

い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
及
び
一
般
表

彰
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
へ

の
付
託
は
省
略
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
１

件
に
つ
い
て
は
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
22
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
４
件
は

委
員
長
報
告
の
後
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件

の
う
ち
１
件
は
不
採
択
、
１

件
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
た
に
提
出
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
７
件
、

委
員
会
及
び
議
員
提
出
議
案

２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

同
意
及
び
可
決
さ
れ
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
22

日
ま
で
会
期
17
日
間
で
開
催
さ
れ
、
13
名
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
13
件
、
委
員
会
及
び
議
員
提
出

議
案
３
件
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
は
、
５
年
の
期
限
延
長
を
経
て
、

平
成
30
年
５
月
16
日
を
も
っ
て
失
効
と
な
る
。

　

同
法
は
、
昭
和
33
年
の
制
定
以
来
、
基
地
の
統
合
・
返
還
に
よ
り
生

じ
た
多
数
の
離
職
者
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
た
施
策
を

講
じ
つ
つ
、
期
限
延
長
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
雇
用
問
題
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、福
生
市
議
会
は
、政
府
等
に
対
し
、同
法
の
期
限
を
延
長
し
、

日
本
人
従
業
員
の
雇
用
安
定
確
保
及
び
離
職
者
対
策
に
万
全
を
期
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

　

北
朝
鮮
は
我
が
国
政
府
は
じ
め
、
国
際
社
会
か
ら
の
度
重
な
る
自
制

要
請
を
無
視
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
在
日
米
軍
基
地
を
標
的
と
す

る
声
明
を
出
し
て
お
り
基
地
の
み
な
ら
ず
本
市
を
含
む
周
辺
地
域
に
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
核
開
発
に
つ
い
て
も
、
核
開
発
を
中
止
す
る
意
思
の
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
国

際
社
会
と
連
携
協
力
し
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中

止
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
有
効
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す
る

意
見
書
（
要
旨
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

議
員
提
出
議
案
第
３
号

る
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
、
若

者
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
観

光
資
源
の
再
発
見
の
必
要
性
。

・
現
在
の
観
光
資
源
を
分
析

し
、
再
構
築
し
て
い
く
。

・
和
と
洋
の
文
化
の
更
な
る

魅
力
づ
く
り
の
推
進
。

・
基
地
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
。

・
多
摩
産
材
に
よ
る
伝
統
工

芸
産
業
の
振
興
な
ど
、
広
域

で
の
観
光
行
政
の
取
り
組
み
。

・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
に
よ
る
交

流
人
口
の
創
出
。

・
福
生
市
内
で
途
切
れ
て
い

る
玉
川
上
水
の
歩
道
の
開
通
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
あ

る
中
、
も
う
少
し
基
本
的
な

調
査
研
究
が
必
要
で
は
と
の

立
場
か
ら
、
市
と
連
携
し
て

観
光
行
政
を
進
め
て
い
る
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
を

招
き
、
福
生
市
に
お
け
る
観

光
行
政
等
の
提
案
を
聞
き
、

委
員
会
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討

す
る
の
が
よ
い
の
で
は
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者

と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
福
生

市
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ

ｅ
ｒ
ｙ
（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ

ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
の
制

作
を
担
当
し
た
森
ビ
ル
株
式

会
社
や
情
報
誌「
じ
ゃ
ら
ん
」

を
編
集
し
、
酒
蔵
関
連
の
事

業
を
受
託
し
て
い
る
株
式
会

ｒ
ｙ（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ
ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
や
福
生
市
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
「
Ｗ
ｈ
ａ

ｔ
ｓ̀　

Ｕ
Ｐ　

Ｆ
ｕ
ｓ
ｓ
ａ

（
ワ
ッ
ツ 

ア
ッ
プ 

フ
ッ
サ
）」
の

上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
企
画
調
整
課
よ

り
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス

※
）・
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
観
光
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
福

生
市
交
流
人
口
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）

は
、
地
方
創
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
情
報
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
に
、
経
済
産

業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事

務
局
）
が
提
供
し
て
い
る
デ

ー
タ
。

２　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
　

各
委
員
よ
り
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
中
野
区
の
よ
う
に
、
歴
史

あ
る
神
社
仏
閣
や
人
気
の
あ

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
の
委

員
会
で
あ
り
、調
査
事
項（
付

議
事
件
）
は
、「
新
た
な
観
光

資
源
の
創
出
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
件
の
議
題
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

福
生
市
の
観
光
行
政
の

現
状
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課

よ
り
福
生
七
夕
ま
つ
り
、
ふ

っ
さ
桜
ま
つ
り
、
ほ
た
る
祭
、

観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
の
ま

ち
な
か
お
も
て
な
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
ア
メ
リ
カ
ン

ハ
ウ
ス
を
中
心
に
情
報
発
信

を
行
う
ベ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト

リ
ー
ト
観
光
事
業
、
市
内
２

つ
の
酒
蔵
を
含
む
「
東
京
の

酒
」
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
推
進

す
る
酒
蔵
事
業
及
び
Ｊ
Ａ
Ｆ

観
光
協
定
の
現
状
や
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
施
報
告
と
し
て
、

平
成
28
年
福
生
七
夕
ま
つ
り

等
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
再
生
回

数
が
56
万
回
で
あ
る
福
生
市

Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｅ

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

対
策
特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　

対
策
特
別
委
員
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
講
師
に
招
く
こ
と
が

可
能
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
次
回
の
委
員

会
を
開
催
予
定
の
９
月
定
例

会
に
お
い
て
講
演
を
行
う
よ

う
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
４
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

平
成
28
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

は
３
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

市
道
幹
線
Ⅱ

-

19
号
線
外
１

改
良
事
業
（
第
４
工
区
）
は
、

事
業
費
１
億
77
万
円
、
補
助

額
８
５
９
１
万
３
千
円
。
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

は
、
事
業
費
15
億
８
９
４
４

万
６
千
円
、
補
助
額
11
億
９

２
０
８
万
３
千
円
。
新
扶
桑

会
館
整
備
事
業
実
施
設
計
は
、

事
業
費
６
０
４
万
７
千
円
、

補
助
額
３
１
５
万
８
千
円
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
は
３
事
業
で
、

基
金
へ
の
積
み
立
て
が
実
施

さ
れ
た
。
防
災
食
育
セ
ン
タ

ー
食
育
用
備
品
整
備
事
業
は

積
立
額
３
億
円
。
英
語
教
育

指
導
助
手
（
外
国
人
）
委
託

事
業
は
積
立
額
９
千
万
円
。

福生市地酒で乾杯を推進する条例福生市地酒で乾杯を推進する条例

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

▲グローバルホーク（yokotajohoブログより）

平成29年
第2回定例会
平成29年
第2回定例会

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

論
の
付
い
た
陳
情
は
次

陳　

情

陳　

情

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
推

進
、
ま
た
、
こ
の
制
度
を
持
続
可

能
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

意
に
沿
い
難
い
。

◆
採
択

○「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
」
の
延
長
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

３
号
）

議員表彰
　全国市議会議長会では、議員として
多年にわたり地方自治に功績のあった
方を表彰しています。
　平成29年度においては、次の方が表
彰されました。

議員10年以上
　清水義朋 議員　末次和夫 議員
　乙津豊彦 議員　杉山行男 議員

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

市
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

は
積
立
額
１
２
２
０
万
円
。

２　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
概
算
要
望
と
し
て
、
次

の
事
業
を
要
望
し
て
い
る
。

①
雨
水
管
渠
更
生
事
業
に
係

る
全
体
計
画
調
査
委
託

②
第
三
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
講
堂
）

③
第
五
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
校
舎
）

④
、⑤
第
六
小
学
校
の
防
音

機
能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委

託
（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑥
、⑦
第
三
中
学
校
防
音
機

能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委
託

（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑧
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事

⑨
防
災
行
政
無
線
施
設
改
良

工
事
設
計
委
託
。

　

９
事
業
補
助
額
３
億
３
１

３
３
万
４
千
円
。

３　

横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　

７
月
18
日
に
予
定
し
て
い

る
委
員
会
の
全
委
員
に
よ
る

防
衛
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
の
要
望
事
項

案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

要
望
は
全
８
項
目
で
あ
る
。

４　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
３
月
17
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
計
６
機
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
横
田
基
地
に
飛
来
し
た
。

②
人
員
降
下
訓
練
が
３
回
行

わ
れ
、
市
民
か
ら
騒
音
に
よ

る
苦
情
が
７
件
あ
っ
た
。

③
横
田
基
地
を
離
陸
し
た
Ｃ

-

５
輸
送
機
が
油
圧
計
の
異

常
の
た
め
横
田
基
地
へ
再
び

着
陸
し
た
。

④
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

⑤
横
田
基
地
で
関
東
航
空
機

空
中
衝
突
防
止
対
策
会
議
が

開
催
さ
れ
、
民
間
航
空
機
が

飛
来
し
た
。

⑥
米
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
が

硫
黄
島
で
実
施
で
き
な
い
場

合
は
横
田
基
地
を
使
用
し
て

実
施
す
る
と
の
連
絡
が
国
か

ら
あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。

⑦
米
空
軍
無
人
偵
察
機
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
横
田
飛
行

場
へ
一
時
展
開
し
て
い
る
。

⑧
市
内
で
米
軍
関
係
者
に
よ

る
交
通
事
故
が
あ
っ
た
。

⑨
５
月
26
日
か
ら
６
月
９
日

に
横
田
飛
行
場
に
米
軍
Ｆ

-

16
な
ど
の
航
空
機
が
飛
来
し

た
。

▲観光施策のひとつである福生七夕まつり


